
　

政
界
が
大
き
く
揺
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者

の
支
援
と
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
。
更
に
は
福
島
原
発
事

故
に
よ
る
、
放
射
線
の
大
気
中
へ
の
大
量
放
出
。
加
え
て

３
０
０
０
ト
ン
を
超
え
る
放
射
能
汚
染
水
の
処
理
等
。
国
を

挙
げ
て
全
力
で
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
の
時
期
に
何

故
と
、
国
民
は
呆
れ
て
し
ま
う
。

　

民
主
、
自
民
、
公
明
の
三
党
は
、
震
災
復
興
の
枠
組
み
を

決
め
る
「
復
興
基
本
法
案
」
の
修
正
案
に
合
意
し
、
成
立
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
菅
首
相
が
こ
だ
わ
る

今
年
度
第
二
次
補
正
予
算
案
や
特
例
公
債
法
案
は
、
野
党
の

反
対
に
よ
り
、
成
立
の
見
通
し
が
た
た
な
い
。

　

菅
首
相
は
会
期
の
大
幅
延
長
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
法
案
の

成
立
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
民
主
党
は
、

延
長
に
よ
り
菅
首
相
の
居
座
り
が
続
く
こ
と
を
認
め
ず
、
会

期
末
の
延
長
を
見
送
る
方
向
で
調
整
に
入
っ
た
。

　

当
初
菅
首
相
は
、
民
主
党
執
行
部
に
対
し
、
会
期
を
年
末

ま
で
と
す
る
大
幅
延
長
を
指
示
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
で

ほ
ぼ
６
月
末
の
退
陣
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

加
え
て
、
民
主
党
は
震
災
復
興
と
と
も
に
、
消
費
税
増
税

に
よ
る
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
の
実
現
を
目
指
し
た

い
と
す
る
。
と
り
わ
け
政
府
の
集
中
検
討
会
議
は
、
消
費
税

を
段
階
的
に
引
き
上
げ
、
四
年
後
の
「
税
率
10
％
」
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
一
定
期
間
の
自
民
党
、
公
明

党
と
の
大
連
立
が
不
可
欠
と
す
る
。

　
「
大
連
立
と
い
う
声
だ
け
が
妙
に
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
政

策
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
打
ち
出
せ
る
か
見
な
い
と
い
け
な

い
。」（
谷
垣
禎
一
自
民
党
総
裁
）

　

今
回
の
政
治
の
動
き
は
、
我
々
一
般
の
国
民
に
は
非
常
に

わ
か
り
に
く
い
。
各
党
を
巻
き
込
ん
だ
巧
妙
な
権
力
争
い
が
、

見
え
隠
れ
す
る
。

　

政
府
は
、
今
最
も
重
要
な
こ
と
が
、
被
災
者
の
自
立
へ
の

強
力
な
支
援
と
、
被
災
地
復
興
へ
の
具
体
策
の
実
施
で
あ
る

こ
と
を
、
肝
に
銘
じ
て
い
て
欲
し
い
。

せ
せ
ら
ぎ
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菊池渓谷 (菊池市：写真提供　熊本県 )
菊池川の源をなす菊池渓谷は、標高 500 ～ 800 ｍに位置し、
夏の平均水温は 13 度と低く避暑地として最適である。行政
上は阿蘇市と菊池市に属し、一帯は阿蘇外輪山を取り囲む
モミ・ツガ・ケヤキなど、広葉樹の原生林に覆われている。
春は新緑、秋は渓流に映える紅葉がすばらしい。
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平成23年

主な内容
・県女性協通常総会開く
・TPP も農業改革も先送りに
・産地情報の伝達を義務付け
・芦北総支部活動報告
・ガンバッテいます
　（善積智晃さん、県女性協三役）
・各連合会からのお知らせ

農政連情報

Noseiren Jyouho Midori no Kaze



　

フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト

に
出
席
し
た
菅
総
理
は
、
5
月
26
日
オ
バ
マ

米
大
統
領
と
会
談
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
問

題
に
つ
い
て
「
で
き
る
だ
け
早
期
に
」
結
論

を
出
す
と
明
言
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
「
震
災

に
も
か
か
わ
ら
ず
引
き
続
き
検
討
し
て
い
る

こ
と
を
評
価
し
た
い
」
と
述
べ
、
日
本
の
参

加
に
期
待
感
を
示
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
菅
総
理
は
、28
日
Ｅ
Ｕ（
欧
州
連
合
）

の
大
統
領
や
欧
州
委
員
長
と
の
会
談
に
お
い

て
も
、
日
本
と
Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
締
結
に
つ
い
て
協
議
し
、
予
備
交

渉
を
即
時
開
始
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
7
月
1
日
に
韓
国
と
Ｅ
Ｕ
間

で
Ｆ
Ｔ
Ａ(

自
由
貿
易
協
定)

が
発
効
す
る

こ
と
に
刺
激
を
受
け
た
も
の
で
、
年
内
に
も

本
交
渉
入
り
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
中
韓
で
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
共
同
研
究
も

年
内
終
了
を
目
指
し
て
お
り
、
来
年
に
は
交

渉
が
始
ま
る
見
通
し
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
政
府
は
先
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ

の
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
、
震
災
復
興
を
再

優
先
す
る
観
点
か
ら
、
当
初
6
月
と
し
て
い

た
判
断
時
期
を
数
ヶ
月
間
先
送
り
し
、“
総
合

的
に
検
討
す
る
”
と
し
た
「
政
策
推
進
指
針
」

を
閣
議
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
中
止
で
は
な
く
単
に
結
論
を
先

送
り
し
た
だ
け
で
あ
り
、
情
報
収
集
な
ど
Ｔ

Ｐ
Ｐ
関
係
国
と
の
協
議
を
進
め
る
と
し
た
、

政
府
方
針
自
体
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
派
の
経
済
閣
僚
は
、「
11
月
ま
で

に
は
日
本
の
態
度
は
決
め
な
い
と
い
け
な
い

（
与
謝
野
経
財
相
）」、「
国
を
開
く
方
針
は
守

る
（
海
江
田
経
産
相
）」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
閣
議
決
定
に
つ
い
て
、
経
済

団
体
幹
部
は
「
震
災
復
興
に
向
け
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
意
義
は
む
し
ろ
高
ま
っ
て
い
る
」
と
語
り
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
を
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
き
た
経
済
同
友
会
と
し
て
は
極
め
て
遺
憾
」

と
憤
り
を
露
わ
に
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

米
政
府
は
11
月
ハ
ワ
イ
で
合
意
を
目
指
す
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
が
、「
難
し
い
交
渉
に
な
る
」

と
懸
念
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
食
と
農
林
漁
業
の
再
生
推
進
本
部
」

が
、
貿
易
自
由
化
と
両
立
す
る
持
続
可
能
な

強
い
農
業
を
育
て
る
と
し
た
農
業
改
革
の
基

本
方
針
や
、
10
月
に
策
定
予
定
で
あ
っ
た
国

内
対
策
の
中
長
期
的
な
行
動
計
画
も
、“
日
本

再
生
全
体
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
復
旧
・
復
興

の
進
行
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
”
と
し

て
、
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
6
月
１
日
、
自

民
・
公
明
・
た
ち
あ
が
れ
日
本
の
野
党
3
党

か
ら
内
閣
不
信
任
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
翌
2
日
の
採
決
の
結
果
は
、
反
対
多
数

で
否
決
さ
れ
た
も
の
の
、
菅
総
理
が
退
陣
の

意
向
を
表
明
し
た
こ
と
で
、
政
府
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
可
否
の
判
断
時
期
も
農
業
強
化
策
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
先
行
き
が
不
透

明
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
農
業
改
革
も
先
送
り
に

　

Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会
は
、
５
月

12
日
Ｊ
Ａ
熊
本
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

代
議
員
や
女
性
部
関
係
者
ら
約
１
７
０
名
の

出
席
の
も
と
、
第
58
回
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

同
総
会
で
は
、
平
成
22
年
度
活
動
報
告
・

収
支
決
算
書
の
承
認
及
び
23
年
度
活
動
計
画
・

収
支
予
算
書(

案)

の
承
認
等
に
加
え
、
現

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
新
役
員
の
選
任
な

ど
、
４
議
案
に
つ
い
て
付
議
し
、
全
議
案
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
連

合
会
及
び
女
性
協
に
よ
る
、
優
良
女
性
部
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

再
任
さ
れ
た
野
中
会
長
は
、「
わ
た
し
た
ち

の
活
動
は
、
参
加
と
継
続
が
大
変
重
要
で
す
。

基
本
方
針
と
重
点
活
動
項
目
を
中
心
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
協
の
基

本
方
針
や
Ｊ
Ａ
熊
本
県
大
会
決
議
に
基
づ
き
、

次
の
重
点
事
項
を
掲
げ
取
り
組
む
事
と
し
ま

し
た
。

　

重
点
活
動
項
目

１
．「
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織
協
議
会

新
３
ヶ
年
計
画
」
の
着
実
な
実
践

２
．
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活
動
へ
の
取
り
組

み
へ
の
参
画
・
支
援

３
．「
家
の
光
」
の
記
事
を
活
用
し
た

Ｊ
Ａ
女
性
組
織
の
生
活
・
文
化
活

動
の
実
践

４
．
関
係
組
織
・
地
域
と
の
連
携
強
化

　

総
会
終
了
後
、
女
性
組
織
リ
ー
ダ
ー
並
び

に
事
務
局
合
同
研
修
会
を
開
催
し
、
宮
崎
県

都
城
市
在
住
で
、「
都
城
諸
県
方
言
語
り
お
か

し
む
じ
会
」
代
表
の
竹
原
由
紀
子
氏
を
講
師

に
“
火
の
国
に
生
き
る
女
性
た
ち
へ
の
伝
言
”

と
題
し
、
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

選
任
さ
れ
た
新
役
員

会
長　

野
中 

育
代
さ
ん
（
再
任
・
Ｊ
Ａ
あ
ま

く
さ
）

副
会
長　

寺
本 

眞
理
子
さ
ん

（
再
任
・
Ｊ
Ａ

あ
し
き
た
）  

副
会
長　

堀
田 

優
子
さ
ん
（
Ｊ

Ａ
熊
本
う
き
）

県
女
性
協
通
常
総
会
を
開
く

会
長
に
野
中
育
代
さ
ん
再
任▲挨拶する野中会長

▲野中会長（中央）、寺本副会
長（右）、堀田副会長（左）
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米トレーサビリティ制度について
～米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法律～

平成 22 年 10 月１日から施行された米穀等の取引等の記録・保存に加え、
平成 23 年７月１日から「産地情報の伝達」がスタートします。

 米トレーサビリティ法とは・・・
　問題が発生した場合などに、流通ルートを速やかに特定するため、米穀等の取引等の記録を作成・
保存すること、産地情報を取引先や消費者に伝達すること、を義務付けるものです。

◎対象品目
　米穀（玄米・精米等）、米粉や米こうじ等の中間原材料、米飯類、もち、だんご、米菓、清酒、単
式蒸留しょうちゅう、みりん

◎対象米穀事業者
　生産者を含め、対象品目となる米・米加工品の販売、輸入、加工、製造又は提供（飲食店など）
の事業を行う全ての事業者

 産地情報の伝達
　対象品目である米・米加工品（飼料用などの非食用のものは除く）を、他の事業者へ譲渡したり、
一般消費者へ販売・提供した場合は、産地情報の伝達が必要です。

○事業者間における産地情報の伝達
　対象品目を他の事業者へ譲渡する場合には、伝票等又は商品の容器・包装へ記載することにより、
産地（注１）情報の伝達が必要です。

○一般消費者への産地情報の伝達
　一般消費者に米・米加工品を販売する場合には、米トレーサビリティ法に基づき、産地情報の伝
達を行うことが必要となります。
　ただし、ＪＡＳ法で原料原産地表示の義務がある玄米・精米・もちは、ＪＡＳ法に従い、これま
でどおり表示をしてください（注２）。
　また、外食店等では、米飯類のみ産地情報の伝達が必要です。

（注１）産地：米の場合はその産地、米加工品の場合はその原料米の産地。
（注２）一部の商品については、ＪＡＳ法に加え米トレーサビリティ法に基づいて産地情報伝達を行う

必要があります。

詳しくは、下記へお問い合わせください。
【問合せ先】
農林水産省九州農政局　食糧部消費流通課 TEL：096 ‐ 211-9111（代）
■消費・安全部地域第一課 TEL：096-211-9111（代）
　（管轄：熊本市、宇城市、宇土市、下益城郡、上益城郡）

■消費・安全部地域第二課 TEL：0965-35-7311
 　（管轄：八代市、氷川町、天草市、上天草市、苓北町）

■消費・安全部地域第三課 TEL：0966-22-5144
 　（管轄：人吉市、球磨郡、水俣市、葦北郡）

■消費・安全部地域第四課 TEL：0968-25-2137
 　（管轄：荒尾市、玉名市、玉名郡、山鹿市、菊池市、菊池郡、合志市、阿蘇市、阿蘇郡）
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芦北総支部活動報告
国政報告会

わくわく土曜学校

　ＪＡあしきたは 1 月 16
日、環太平洋経済連携協定

（ＴＰＰ）や世界貿易機関
（ＷＴＯ）など、国政の理
解を深める目的で、衆議院
議員金子恭之代議士の国政
報告会を行いました。
　当日は、ＪＡ役職員や
青壮年部・女性部など約
１００人が参加し、日本農
業の現状と将来について学習しました。
　食の安全・安心が叫ばれている今日、ＴＰＰ参加によって日本の食料自給率はわずか１４
㌫にまで低下すると言われています。食料のほとんどを外国産に頼ることになり、農業者や
関係企業に与える影響は大きく、雇用の減少や環境問題なども懸念されています。
　今後は、ＪＡだけでなく地域全体へ TPP の理解促進を徹底して行い、地域農業の活性化
にも力を入れて取組みます。

　芦北町の芦北教育サークルは昨年１２月２６日、ＪＡあしきた女性部の協力のもと、「わ
くわく土曜学校」の料理教室を開きました。
　「わくわく土曜学校」は、百人一首や理科実験、親子料理教室などの活動やイベントを通
して、子どもたちに食と農や故郷について楽しく学んでもらう目的で、毎月第４土曜日に開
催しています。
　今回の親子料理教室では、米粉の消費拡大と地元の食材を使った郷土料理で、イチゴ大福、
米粉ピザ、米粉のだご汁を作りました。子どもたちは女性部の指導のもと、米粉独特の艶と
モチモチした感触に、興味深い様子で調理を行っていました。出来上がった料理はみんなで
試食し、参加した親子は「作り方がとても簡単で美味しかった。家でも子どもと一緒に作り
たい」と話していました。
　今後も同女性部は、地域の子どもたちに食と農、地域の文化を伝える活動を続けていきます。

▲金子代議士による国政報告会
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5
月
10
日
の
県
青
協
通
常
総
会
で
、弱
冠
31

歳
と
言
う
若
さ
で
委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
、善

積
智
晃
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

美
里
町
出
身
の
善
積
さ
ん
は
、熊
農
高
を
平

成
10
年
に
卒
業
し
、花
卉
栽
培
に
取
り
組
ん
で

12
年
目
な
り
ま
す
。

■
シ
ク
ラ
メ
ン
と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

　

善
積
さ
ん
が
就
農
し
た
時
点
で
は
、両
親
が

メ
ロ
ン
栽
培
を
し
て
い
ま
し
た
が
、2
年
目
に

10
ａ
の
ハ
ウ
ス
で
パ
ン
ジ
ー
を
始
め
た
の
が
、

花
と
の
出
会
い
で
す
。

　

現
在
は
、40
ａ
の
ハ
ウ
ス
で
主
に
鉢
物
の
シ

ク
ラ
メ
ン
と
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
、奥
さ
ん
と

両
親
の
4
人
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
1
月
に
苗
を
定
植

し
、5
月
の
『
母
の
日
』ま
で
の
10
日
間
で
出

荷
し
て
し
ま
い
ま
す
。こ
の
時
ば
か
り
は
、戦

争
の
よ
う
な
忙
し
さ
で
す
。ま
た
、シ
ク
ラ
メ

ン
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
出
荷
が
終
わ
っ
た

6
月
に
苗
を
定
植
し
、11
月
～
12
月
に
ほ
ぼ
毎

日
出
荷
し
ま
す
」と
の
こ
と
。出
荷
先
は
、直

接
、県
内
の
花
卉
市
場
へ
持
ち
込
ん
だ
り
、九

州
管
内
の
５
つ
の
市
場
へ
Ｊ
Ａ
扱
い
で
配
送

し
て
い
ま
す
。

　

シ
ク
ラ
メ
ン
を
育
て
る
の
は
難
し
い
た
め

か
、県
内
で
栽
培
し
て
い
る
農
家
は
10
戸
程
度

で
す
が
、月
に
1
回
は
お
互
い
集
ま
っ
て
意
見

交
換
を
し
、品
質
向
上
を
目
指
し
て
勉
強
会
を

し
て
い
ま
す
。「
今
後
は
、消
費
者
の
嗜
好
や
時

代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
、経
営
を
し
て
い
き
た

い
」と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
県
青
協
委
員
長
と
し
て

　

就
農
時
か
ら
Ｊ
Ａ
熊
本
う
き
青
壮
年
部
員

と
し
て
活
動
し
、県
青
協
副
委
員
長
か
ら
委
員

長
に
選
任
さ
れ
た
善
積
さ
ん
は
、「
ま
ず
は
、盟

友
一
人
ひ
と
り
が
我
が
家
の
営
農
を
し
っ
か

り
や
る
事
で
す
。そ
し
て
、各
地
区
で
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
活
動
し
、そ
れ
を
県
域

で
の
運
動
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
。ま
た
、農
政

の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の

知
識
を
修
得
し
て
か
ら
発
信
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。そ
の
時
は
、し
っ
か
り
と
し
た
自
分

の
考
え
を
持
っ
て
提
案
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。部
員
数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す

が
、関
係
者
の
皆
さ
ん
方
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。ま
た
、家
族

に
は
負
担
を
掛
け
ま
す
が
、引
き
受
け
た
以
上

は
責
任
を
持
ち
、最
善
を
尽
く
し
ま
す
」と
力

強
く
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
好
き
な
言
葉

ヤ
レ
で
や
る
よ
り
ヤ
ル
で
や
る

「
５
年
ほ
ど
前
に
、あ
る
会
合
の
講
演
で
聴
い

た
言
葉
で
す
。私
は
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
が
、親
か
ら
は
跡
を
継
げ
と
は
言
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、人
に
指
図
さ
れ

る
事
が
苦
手
な
性
格
で
す
の
で
、農
業
を
選
択

し
た
訳
で
す
」

■
熊
本
県
女
性
協
新
役
員
の
抱
負

　

五
月
十
二
日
に
Ｊ
Ａ
熊
本
県
女
性
組
織

協
議
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同

総
会
の
役
員
改
選
で
選
任
さ
れ
た
新
役
員

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
負
を
お
伺
い
し
ま
し

た
。

会
長　

野
中　

育
代
さ
ん

　

野
中
さ
ん
は
平
成
二
十
一
年
に
会
長
と

し
て
選
任
さ
れ
、
今
回
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

「
私
達
の
活
動
は
、
参
加
と
継
続
が
大
変
重

要
で
す
。
今
後
と
も
基
本
方
針
と
重
点
活
動

項
目
を
中
心
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。
ま
た
現
在
の
農
業
分
野
は
と

て
も
苦
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
、
女
性
部
の
存
在
を
生
か
し
て
支
援
で
き

る
こ
と
が
あ
れ
ば
支
援
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

青
壮
年
部
と
の
連
携
を
図
り
、
ま
た
一
般

消
費
者
と
の
交
流
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
深

め
て
い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
皆
が
い
き
い
き
と
活
動
で
き

る
よ
う
な
組
織
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
、
抱
負
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

副
会
長　

寺
本　

眞
理
子
さ
ん

　

寺
本
さ
ん
も
平
成
二
十
一
年
に
副
会
長

と
し
て
選
任
さ
れ
、
今
回
、
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

「
女
性
部
員
の
減
少
が
気
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
専
業
農
家
の
加
入
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
専
業
農
家

が
参
加
し
や
す
い
女
性
部
活
動
を
模
索
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
時
に
地
域
に

開
け
た
女
性
部
活
動
も
展
開
し
た
い
で
す
。

　

副
会
長
は
会
長
の
補
佐
役
で
す
。
し
っ

か
り
と
役
目
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。」
と
、
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

副
会
長　

堀
田　

優
子
さ
ん

　

今
回
新
た
に
役
員
に
選
任
さ
れ
た
堀
田

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
宇
城
女
性
協
理
事
と

し
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
女
性
部
と
い
う
の
は
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
様
々

な
学
習
の
場
が
あ
り
、
よ
り
よ
く
生
き
る

方
法
を
た
く
さ
ん
学
び
、
楽
し
く
元
気
に

頑
張
っ
て
い
る
組
織
で
す
。
Ｊ
Ａ
も
こ
れ

か
ら
は
暮
ら
し
を
中
心
と
し
た
事
業
に
向

か
っ
て
行
く
事
に
な
る
で
し
ょ
う
。
さ
ら

に
女
性
の
応
援
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
で

し
ょ
う
。
両
者
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
な

り
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
支

援
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。」
と
、
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ガンバッテいます

左から
寺本さん、野中さん、堀田さん

善積　智晃さん
県青協委員長（ＪＡ熊本うき）

ＪＡ熊本県女性組織協議会　新三役
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Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
・
Ｊ
Ａ
農
機
自
動
車
技
術

指
導
士
会
は
、
５
月
24
日
、
農
作
業
事
故
防
止

を
呼
び
か
け
、
農
家
組
合
員
の
農
作
業
安
全
意

識
の
向
上
を
は
か
る
た
め
、
経
済
連
玄
関
前
広

場
で
、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
く
ま
も
と
農
作
業
安

全
運
動
」
の
出
発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
家
組
合
員
に
農
作
業
安
全
の

重
要
性
、
意
識
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
運
動
は
年
間
を
通
し

て
行
い
、
特
別
推
進
期
間
と
し
て
、
５
月
24

日
～
６
月
23
日
（
上
期
）
と
11
月
１
日
～
11

月
30
日
（
下
期
）
の
２
ヶ
月
間
。
県
下
各
地

域
を
広
報
車
で
巡
回
し
農
作
業
安
全
の
重
要

性
を
呼
び
か
け
ま
す
。
同
経
済
連
や
Ｊ
Ａ
の

農
機
関
係
者
が
巡
回
を
担
当
。
今
年
の
テ
ー

マ
は
“
明
日
へ
の
約
束
”。「
あ
な
た
の
帰
り

を
待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
」
を
広
報
車
の

看
板
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
で
の

呼
び
か
け
や
、
農
作
業
安
全
標
語
を
貼
っ
た

関
係
車
両
の
管
内
巡
回
で
も
、
事
故
防
止
の

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

出
発
式
で
は
、
指
導
士
会
の
代
表
者
が
安

全
指
導
宣
言
の
５
ヶ
条
を
読
み
上
げ
、
広
報

車
を
参
加
者
１
５
０
名
が
見
送
り
ま
し
た
。

ま
た
経
済
連
で
は
、「
平
成
22
年
度
の
事
故
件

数
は
前
年
度
よ
り
減
少
。
こ
れ
か
ら
も
農
業

機
械
を
扱
う
者
の
使
命
と
し
て
啓
発
活
動
を

強
化
し
、
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
た
い
。」
と
農

作
業
安
全
運
動
に
力
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

５
月
22
日
、熊
本
農
畜
産
物
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
武
田
鉄
也
さ
ん
は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
救
援
活
動
の
た
め
岩
手
県
を

訪
問
。
熊
本
県
産
の
無
洗
米
「
熊
水
そ
だ
ち
」

５
０
０
ｋ
ｇ
と
、
被
災
地
か
ら
リ
ク
エ
ス
ト

の
あ
っ
た
下
着
類
、
水
を
届
け
ま
し
た
。

　

武
田
さ
ん
が
訪
れ
た
の
は
陸
前
高
田
市
立

第
一
中
学
校
、
大
船
渡
地
区
公
民
館
、
リ
ア

ス
ホ
ー
ル
、
赤

崎
漁
民
セ
ン
タ
ー

の
４
ヵ
所
。
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
、「
贈
る
言
葉
」

な
ど
４
曲
を
唄
っ

て
被
災
者
へ
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し

た
。

…
… 

Ｊ
Ａ
経
済
連 

…
…

▲職員らに見送られて出発した広報車

▲「熊水そだち」を送った武田鉄也さん

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
熊
本
は
、
東

日
本
大
震
災
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
支

援
隊
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
中
央
会
・

連
合
会
職
員
10

名
を
、
５
月
16

日
～
28
日
に
2

班
編
成
で
福
島

県
に
派
遣
し
ま

し
た
。

　

～
復
旧
作
業
に
従
事
し
て
～

　

私
た
ち
が
作
業
し
た
の
は
、
福
島
県
Ｊ
Ａ

そ
う
ま
管
内
に
あ
る
新
地
総
合
支
店
・
新
地

営
農
セ
ン
タ
ー
で
し
た
。
主
に
施
設
（
低
温

倉
庫
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、
育
苗
倉
庫
、
納

豆
加
工
所
な
ど
）
の
清
掃
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
は
津
波
が
１
～
２
メ
ー
ト
ル
の
高
さ

ま
で
き
て
お
り
、
施
設
内
は
津
波
が
運
ん
で

き
た
泥
や
ガ
レ
キ
な
ど
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、

悲
惨
な
状
況
で
し
た
。

　

作
業
は
始
め
に
、
施
設
内
に
流
れ
込
ん
だ

ガ
レ
キ
や
流
木
な
ど
を
運
び
出
し
、
そ
の
後
、

床
に
た
ま
っ
た
土
を
除
去
し
ま
し
た
。
震
災

か
ら
２
ヶ
月
以
上
経
っ
て
い
ま
し
た
が
、
施

設
内
に
は
人
手
が
ま
わ
っ
て
お
ら
ず
、
復
旧
・

事
業
の
再
開
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り

そ
う
で
し
た
。

…
… 

Ｊ
Ａ
中
央
会 

…
…

　

ま
た
、
周
辺
の
農
地
に
つ
い
て
も
、
ほ
と

ん
ど
が
被
災
当
時
の
ま
ま
の
状
態
に
な
っ
て

お
り
、
今
年
の
作
付
け
は
厳
し
い
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
津
波
が
来
て
い
な
い
水
田
は
既
に

田
植
え
が
さ
れ
て
お
り
、
津
波
が
到
達
し
た

か
ど
う
か
で
明
暗
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
家
屋
・
農
機
な
ど
が
被
害
に
遭
っ
た

農
家
の
中
で
、
特
に
高
齢
の
組
合
員
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
を
機
に
農
業
を
辞
め
る
と
い
う

人
が
大
半
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
被
災
地
の
Ｊ
Ａ
職

員
・
組
合
員
と
接
し
て
み
る
と
、
皆
さ
ん
復

興
に
む
け
て
一
生
懸
命
作
業
を
行
な
い
、
ま

た
何
年
か
か
っ
て
も
元
の
相
馬
に
戻
す
と
い

う
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
そ

う
ま
職
員
の
「
数
年
後
に
、
元
気
に
な
っ
た

相
馬
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
力

強
い
言
葉
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

私
た
ち
支
援
隊
も
、
少
し
で
は
あ
り
ま
す

が
、
復
興
に
向
け
て
の
一
助
に
な
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
支
援
隊
と
し
て
福

島
に
10
名
派
遣

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
く
ま
も
と
農
作
業

安
全
運
動
出
発
式

～
広
報
車
が
県
下
各
地
域
を
巡
回
中
！
～

武
田
鉄
也
さ
ん
被
災
者
へ
エ
ー
ル
！

▲ JA グループ熊本支援隊出発式

▲施設内の清掃作業の様子
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Ｊ
Ａ
共
済
で
は
、
創
立
以
来
、
み
な
さ
ま

に
「
お
会
い
す
る
こ
と
」
を
最
も
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

23
年
度
も
、
組
合
員
・
利
用
者
の
方
々
一

人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
則
し
た
、
き
め
細
や

か
な
保
障
提
供
を
目
指
し
て
、
全
戸
訪
問
活

動
「
３
Ｑ
訪
問
活
動
」
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ご
自
身
や
ご
家
族
の
保
障
に
つ
い
て
気
に

な
る
こ
と
、
ご
不
明
・
ご
心
配
な
こ
と
な
ど
、

Ｊ
Ａ
職
員
が
お
伺
い
し
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
新
し
い
安
心
は
新
し
い
出
会
い
か
ら

‥
‥
‥
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

あ
わ
せ
て
、
日
頃
の
感
謝
を
か
た
ち
に

‥
‥
‥
。「
サ
ン
キ
ュ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
ご
応
募
い
た
だ
く
と
、「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

　

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
」、「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク　

加
湿
空
気
清
浄
機
」
や
、
Ｊ
Ａ
共
済
オ

リ
ジ
ナ
ル
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ラ
グ
マ
ッ
ト
＆

23
年
度　

Ｊ
Ａ
共
済 

サ
ン
キ
ュ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

…
… 

Ｊ
Ａ
共
済
連 

…
…

　ベジラジオは、関東の都市生活者を主なターゲット
に、健康のためになる食事やライフスタイルを提案し
て、食生活について考え直すきっかけを提供する場を
目指しています。
　特色は、テレビや新聞にある情報の一方通行とは異
なり、リスナーが自ら発言して番組に参加しながら、
食と農への意識を深めていくことです。
　例えば、東京の食料自給率１％。そんな東京で生産
した食材だけでバーベキューはできないか。そんな疑
問から生まれた企画が「東京ローカルバーベキュー」
です。東京の生産者やレストランのシェフ、番組リス
ナーが集まり、収穫の秋に立場も世代も超えてバーベ
キューを楽しみました。
　もう一つの特色は、パーソナリティーの石川實が、
産地と消費者と結びつける行動を実践していること
です。例を挙げると、雹（ひょう）が降って梨に傷が
ついたため、中身に問題はないのに、外見が悪いため
出荷できず「どうにかできないか」という声が寄せら
れました。そこで、都内で生ジュースにして販売する
ことを実現しました。
　東日本大震災の発生以降は、風評被害を払拭するた
めに正しい知識の啓発に取り組んでいます。福島県産

コラム 食と農
というだけで、昨年に収穫して既に東京に運ばれてい
た米さえも売れなくなったことを紹介すると、「何か
応援できないか」という声が数多く寄せられました。
そこで「福島米を食べようキャンペーン」と銘打ち、
TFM ビルで福島県産米を販売したところ、数多くの
リスナーが参加して、たちまち売り切れました。
■「LISMO　WAVE」で全国で聞こう！
　『ベジラジオ』は首都圏のラジオ番組ですが、au
の Android 端末など、携帯電話の一部機種で利用
可能なストリーミングサービス『LISMO　WAVE』
で、全国で聴取できます。（詳細は右記ＵＲＬ参
照　http://www.au.kddi.com/seihin/ichiran/
smartphone/app/lismo/lismowave/index.
html）

食生活を見つめ直す場を提供する
『ベジラジオ』放送中！

ロ
ン
グ
ク
ッ
シ
ョ
ン
セ
ッ
ト
」
な
ど
を
、
抽

選
で
１
５
６
、０
０
０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
応
募
者
の
方
で
、
次
回
の
ラ
イ
フ
ア

ド
バ
イ
ス
を
希
望
さ
れ
た
方
に
は
「
ラ
イ
フ

ア
ド
バ
イ
ス
賞
」
へ
応
募
い
た
だ
け
、「
選

べ
る
家
電
カ
タ
ロ
グ
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
製
）」

を
抽
選
で
１
、６
０
０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。

　

応
募
期
間
は
、
平
成
23
年
４
月
１
日
～
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で
、
左
表
の
と
お
り
年

間
４
期
。
第
１
期
の
締
切
は
、
平
成
23
年
６

月
30
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
Ｊ

Ａ
窓
口
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ａ
共
済
の
ご
契
約
が

な
い
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の
方
が
ご

成
約
さ
れ
た
場
合
、
ご
紹
介
く
だ
さ
っ
た
み

な
さ
ま
に
、「ILLU

M
S

　

カ
ラ
フ
ル
マ
グ

ネ
ッ
ト
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
（
ご
友
人
コ
ー

ス
）」
や
「
ス
チ
ー
ム
シ
リ
コ
ン
ケ
ー
ス
（
ご

家
族
コ
ー
ス
）」
を
、
各
コ
ー
ス
先
着
１
５
，

０
０
０
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

新
し
い
仲
間
づ
く
り
に
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

←正解は裏面へ

「よい食クイズ」

Ｑ . ウナギは目によい食材である。

ウソ？ ホント？

応
募
期
間

平
成
23
年
４
月
１
日
～
平
成
24
年

３
月
31
日

応
募
締
切

第
１
期
：
平
成
23
年
４
月
１
日
～

平
成
23
年
６
月
30
日

第
２
期
：
平
成
23
年
７
月
１
日
～

平
成
23
年
９
月
30
日

第
３
期
：
平
成
23
年
10
月
１
日
～

平
成
23
年
12
月
31
日

第
４
期
：
平
成
24
年
１
月
１
日
～

平
成
24
年
３
月
31
日
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日
本
に
は
、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
（
体
長
18
㎝
）
と

コ
ヨ
シ
キ
リ
（
体
長
14
㎝
）
の
2
種
が
、
夏
鳥

と
し
て
飛
来
す
る
。
両
種
と
も
、
背
面
は
淡
褐

色
で
腹
面
は
黄
白
色
で
あ
る
。
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

は
、
同
じ
科
目
の
ウ
グ
イ
ス
と
は
頭
の
冠
羽
の

有
無
で
、
コ
ヨ
シ
キ
リ
と
は
よ
り
茶
色
っ
ぽ
い

背
中
の
色
で
見
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
オ
オ
ヨ

シ
キ
リ
は
大
き
な
声
で
さ
え
ず
り
、
主
に
水
辺

の
葭
原
な
ど
に
生
息
す
る
が
、
コ
ヨ
シ
キ
リ
は

啼
き
声
に
特
徴
が
な
く
見
付
け
難
く
、
低
地
か

ら
山
地
の
草
原
に
住
む
。

麦
の
出
来  

悪
し
と
鳴
く
や  

行
々
子
（
虚
子
）

●
盟
友
の
皆
様
の
ご
意
見
や
周
辺
地
域
の
話
題
、

写
真
等
、
各
地
区
の
総
支
部
・
支
部
（
Ｊ
Ａ
本
・

支
所
）
へ
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

ま
す
。

　

連
絡
先　

熊
本
県
農
政
連

電　

話
０
９
６
ー
３
２
８
ー
１
２
８
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６
ー
３
２
６
ー
５
８
０
７

●
ヨ
シ
キ
リ
（
葭
雀
、
行
々
子
）

　

ス
ズ
メ
目
ヒ
タ
キ
科
ウ
グ
イ
ス
亜
科
の
鳥

あ
と
が
き

1148105014

【よい食クイズ】

答え：ホント。
　ウナギに豊富に含まれるビタミンＡは、目の粘膜を潤し

て網膜を健康に保つ働きがあります。栄養を取ることは必

要ですが、目が疲れたら休ませることも大切ですよ。
※出典：「みんなのよい食プロジェクト」ホームページ「知ってトクする『よい

食』ドリル」を基に作成

JA熊本中央会

「よい食プロジェクト」を展開中！
　ＪＡグループでは、安全・安心な国産農畜産物を提供する取り組
みとともに、食のあり方や食料自給率の向上をアピールするため、

『食は、日本の未来』をテーマに「みんなのよい食プロジェクト」
を展開しています。
　このプロジェクトは、これからの日本人にとって「よい食」とは
何かを、日本の農家とＪＡグループ、そして消費者のみなさんが一
緒になって考え、行動していく運動です。
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